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目的・趣旨 

フェロトーシスは 2012年に提唱された細胞死の新概念であり、鉄（Fe）の関与を特徴と
し、またこれを阻害することによって細胞死を抑制できる可能性がある。研究代表者らが

2023 年の本申請で計画した内容に対し、トキソプラズマ感染における網膜障害・脳障害
におけるフェロトーシスの関与を国際誌に発表し（Redox Biology, 2023：研究成果１を参
照）、さらに国内特許出願および PCT 出願（JST 支援）を予定より早期に完了した。新規
目標は、現時点で論文発表されていない脳障害について明らかにすることと、これまでに

得られた研究成果から新規検査キット・治療薬の開拓を共同研究する国際企業の選定

と、学術的な国際研究協力施設の設定である。 

研究経過の 
概  要 

新たな研究成果として、眼科手術時に使用される医療材料であるシリコーンオイルが

充填された眼球中でも網膜フェロトーシスが確認され、この病態が眼トキソプラズマ症に

おける網膜障害と類似である研究報告を行った（研究成果２を参照）。 
また PCT 出願された関連特許に対して JST の追加支援が、アメリカ・ブラジルでの出

願に対して決定され、現在当該国への特許出願を進めている。 

研究成果の 
概  要 

特願 2022-178619 
【発明の名称】微生物性眼疾患の検査技術、微生物性眼疾患治療薬 
出願者：兼子裕規・西川義文ほか２名 
施設：名古屋大学・帯広畜産大学 
は出願完了していたが、今回、JSTの支援を獲得し PCT出願が完了。 
JSTの追加支援が決定し、現在アメリカ・ブラジルでの特許出願へ準備中 

１



86 

研究成果の 
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